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［２］研究経過 

 ある事象に対する個人の思考態度は、その事象に対

する理性的な知識と感情的な印象によって決定される。

両要因のバランスは個人・事象によって異なるが、集

団として後者が前者を圧倒した場合に大きな社会問題

に結びつくことがある。他者との議論や対話の場にお

いて自分の意見を議論相手に納得してもらうためには、

自分の意見が感情的な印象に強く影響を受けて決ま

っていたとしても、論理的な説明をする事により議論相

手に受容させる可能性が高まると考えられる。 

 本研究では、主体の事象に対する思考態度をより論

理的な状態に変容させる事によって、両要因の態度決

定への寄与度合いが変化し、態度決定時の論理的／

感情的情報処理の神経活動が変化する可能性につい

てfMRIを用いて検証する事を目的とし、実験仮説の検

証のために仮説の心理学的検討を行う。そして、その

思考態度を論理的な状態に変容させる手段として、他

者に対して主体の事象に対する思考内容を説明する

事が有効である事を検証する。すなわち、主体が、他

者に対して説明を行う介入操作を受け論理的な思考

状態に変容した場合、表明される意見に変化が無いと

しても意見処理時における論理的な情報処理の度合

いが高まると予想され、論理的思考に関わる脳領域が

強く賦活し、感情処理に関わる脳領域の賦活が減少

することが期待される。 

 他者に説明する事の介入効果を検証するための条

件として、他者に説明する際に事象に対して自分が持

つ賛成・反対の意見と同じ立場で説明を行うための情

報整理を行う介入操作、自分が持つ賛成・反対の意見

と反対の立場で説明を行うための情報整理を行う介入

操作を行う被験者群をそれぞれ設定し、他者の立場を

意識する情報整理の各操作の効果が、ある事象に対

する他者の立場を判断する課題の認知処置に与える

影響を評価する。併せて統制条件として、指定時間の

間特別な行動をさせない介入操作を設定する。以上３

条件の比較により、他者の説明する事が意見表明時

の脳活動に与える影響を検証出来ると予測される。 

 以下、研究活動状況の概要を記す。今年度はこれま

でに実施した予備的解析の結果を受けて、介入操作

により他者視点を意識した認知処理が誘発される知見

が得られた事から、心理物理実験データに対して他者

意識に着目した形での再解析を行い実験仮説の再検

討を行った。それに伴い、対応者の杉浦准教授とは継

続的に打合せを行い、他の共同研究者ともメール等の

手段により得られたデータについて議論を行った。 

 

 

図１．対象とする認知モデル 



 

［３］成果 

 （３－１）研究成果 

本年度は，以下に示す研究成果を得た。まず介入

前・介入後の心理計測データに対して、自分の意見

と同意見の回答、自分の意見と反対の意見の回答、

コントロールの例文（統制事象）に対し回答する反

応時間の解析を行い、介入操作群によって他者を意

識する思考態度の変容が課題の反応時間に表象され

るか評価した。その結果、自分の持つ意見と反対の

立場で事象に対する情報整理を行う被験者群におい

て、自分とは異なる他者の意見を判断する反応速度

が上昇する事が認められた。この反応速度の変化は

統制群や自分の持つ意見と同じ立場で情報整理をし

た群では認められた無かった。この事は、介入操作

により自分とは別の立場で情報整理を行う事により

他者視点より意識する事になり、その結果として他

者の意見を認識する認知処理が増進されたと解釈さ

れる。このように脳内で生じる情報整理のための認

知処理の変容が認められた事から、今後 fMRIを用

いた脳機能計測を実施する事により、詳細な認知活

動について分析してゆく。 

 

（３－２）波及効果と発展性など 

 本研究の成果は、他者に説明する行動が他者視点

の獲得などを誘発し、より論理的な態度形成に結びつ

く可能性を検証し、その科学的根拠を提供する。これ

によって、対話などによる社会問題のより建設的な解

決を促進する等の社会貢献も期待できる。本研究を発

展させる事によって、感情的に生じてしまう適切ではな

い好嫌判断の認知プロセスを、より適切なプロセスへ

と変容させていくための方法論を提案出来ると期待さ

れる。また同様に、個人がある事象に対して採る立場

や思考態度の変容と、情報の提示方法との関係につ

いて明らかにする事が出来ると予測される事から、社

会集団において議論のわかれる問題について、どの

ような情報提示の仕方を すれば建設的な議論の場を

構築できるようになるか等、社会心理学問題に対して

も有益なデータを提供できると期待される。 

 また本共同研究を発展させて、H27 年度科学研究

費に申請を行っている。 

 

 

［４］成果資料 

 現在準備中 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


